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ナショナルチーム9名が意気込みを語る

第15回日本トライアスロン選手権東京港大会直前情

2009年10月17日

10月17日（土）、東京都港区お台場の台場区民セ
ンターで、18日（日）に開催されるNTTジャパンカッ
プランキングイベント最終戦／第15回日本トライア
スロン選手権東京港大会に先立ち、日本ナショナ
ルチーム選手の記者発表が行われた。
出席したのは、井出樹里（トーシンパートナーズ・

チームケンズ）、庭田清美（アシックス・ザバス）、上
田藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）、
足立真梨子（トーシンパートナーズ・チームケンズ）、
佐藤優香（日本橋女学館高校）、田山寛豪（NTT東
日本・NTT西日本／流通経済大学職員）、山本良

介（トヨタ車体）、細田雄一（グリーンタワー・稲毛イ
ンター）、椿浩平（チーム・ブレイブ）の9名。司会は、
山本光宏JTU事業・広報副委員長。
まず、各選手が自己紹介と今大会への意気込み

を語った。その後、記者からの質問にも活発に発言
があった。
本大会は、日本選手権優勝者とともに、ジャパン

カップランキングの優勝者も決定する。
男子は田山のランキング1位は揺るがない。女子

井出 樹里

トーシンパートナーズ・チームケンズ

明日のレースは自分一人のもので
はない。周りで支えてくれる人たちが
「これからも一緒に戦っていきたい」
と思えるようなレースをしたい。チー
ムケンズが日本一であることを証明
する。長野県での合宿の成果を出し、
キラキラの1番を目指す。

日本の頂点を決める大会で活躍を約束

庭田 清美
アシックス・ザバス

ゴールドコースト大会後、メンタル
面で調子を崩し、しばらく落ち込ん
でいた。最近少しずつ調子を取り戻
しつつあるという状態だが、どこま
で頑張れるかを試したい。苦しい
レースになるのはわかっているが、
挑戦者のつもりでレースに挑む。

上田 藍
シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター

今年はランコースが変わり、走り
やすくなった。ランが得意だから自
分にとっては有利になる。8月から9
月のかけ、5週間で4レースに出場

する過密スケジュールだったが、パ
ワーアップできた。2年越しの優勝を
目指して頑張る。

各選手が試合前の心境を語った
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細田

 

雄一
グリーンタワー・稲毛インター

椿 浩平

チーム・ブレイブ

国内最後の大会。今シーズン海外

 

のレベルの高いレースで培ってきた

 

経験と、トレーニングの結果をすべ

 

て出し切って優勝したい。ゴールド

 

コースト大会後、高地合宿で今大会

 

に向けた調整をした。明日のレース

 

で最高のパフォーマンスを見せる。

今シーズンは納得のいく結果を

 

出せていない。この大会で進化し

 

た姿を見せ、優勝を見据えたレー

 

スをしたい。怪我などで調整は大

 

変だったがコンディションはとても

 

良い。いずれ世界一を目指す選

 

手は獲らなければいけない大会。

田山

 

寛豪
NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員

今年1年頑張ってきたすべてを

 

レースに出し、優勝に繋げたい。合

 

宿でトレーニングを積んだ。コン

 

ディションは顔に出ていると思うの

 

で、期待してほしい。どんなレース

 

展開になっても「田山らしさ」を出し

 

たレースをしたい。

競技の世界では、優勝した者だけ

 

が勝者。明日は日本チャンピオンと

 

いう勝者になるつもりで頑張る。今

 

シーズンはロンドン大会と横浜大会

 

でピークを迎えるよう調整をしてき

 

た。夏に体調を崩したが、3週間前

 

から追い込みコンディションは万全。

佐藤

 

優香
日本橋女学館高校

久しぶりの51.5kmのレース。先

 

輩たちに挑戦をして、笑顔でフィ

 

ニッシュしたい。長野県の合宿で

 

は、良い雰囲気で練習を積めた。

 

明日は胸を張ってレースに挑みた

 

い。最終戦として、自分の力を出し

 

切れるようなレースをしたい。

足立

 

真梨子
トーシンパートナーズ・チームケンズ

昨年初めてこのレースで表彰台に

 

上り、チームの仲間の大切さを知っ

 

た。明日もチームの仲間と力を合わ

 

せてトップを目指し頑張りたい。ロン

 

ドン大会、横浜大会で2戦続けて落

 

車し、そこで自分を見つめ直した。

 

レースに向けコンディションを整えた。

は、井出、庭田に加え崎本智子（日本食研）が2冠

 

を狙える位置にある。庭田は「2冠を狙えることは

 

知らなかった。達成できたときはフラダンスを踊る」

 

と発言し、場を和ませた。また惜しくもジャパンカッ

 

プ優勝を逃した山本は、「日本男子選手で一番強

 

いのは自分」と自信を覗かせた。
18日（日）は、女子が8:25、男子が11:00から

 

レーススタート。
肩を組み、明日の健闘を誓い合う

山本

 

良介
トヨタ車体
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